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★町の人口★人口10,153 (+ 13）男4,811(-- 5）女5,342(+ 8）世帯合計3;438(+ 3）平成元年4月末日現在目は前月との比較です 

6月から役場、土曜閉庁 
（第2、第4土曜日） 

土
 

6 月のカレンダー 

月 火 水 木 金 

6 月から毎月第2、第4土曜日は役場庁舎は閉庁となりま 

す。ただし、町立病院‘老人ホーム・小学校・中学校・町 

民会館・体育施設等の公共施設は閉庁しません。 
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七え農乞ぎ下さい 

4J福とわずか’ 

に
 

遠慮なく 
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ご相談下さい 
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身体障害者福祉会役員決まる 

平成元年度の「赤池町身体障害者福 

社会」役員の方が表のように決まりま 

した。障害について、どんな事でも結 

構です。ご相談されたい事がありまし 

たら、お近くの役員まで。 

氏 名 住 所 電 話 

岩城 辰美 中町馴地 28-4977 

日野 茂春 大和町 28-2145 

沢永 源敏 町営伏原 28-3614 

長元 保 北町一 28-3284 

坂元 重正 板 取 28-3905 

前山 直 中町団地 28-4521 

定宗 祐文 山 崎 28-3046 

上村 滝子 上の原 28-4820 

中島 正義 下西町 28-2987 

小松 篤生 大 浦 28-3762 

藤本 剛 南 町 28-5554 

田中 末人 昭和町 28-2018 

近藤 一 常 福 28-3082 

小林 松夫 高 尾 28-3308 

山田 盟次 岩屋組 28-4325 
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◆販売価格表◆ 

D団地28区画＝18,1 oo円同 
（残り18区画） 

昨
年
一
月
よ
り
売
 

り
出
し
ま
し
た
赤
池
 

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
D
 

団
地
、
F
団
地
の
残
 

り
の
区
画
数
も
、
あ
 

と
わ
ず
か
と
な
り
ま
 

し
た
。
 

全
区
画
水
洗
ト
イ
 

レ
、
集
中
プ
ロ
パ
ン
 

方
式
な
ど
、
近
代
的
 

設
備
を
そ
ろ
え
て
い
 

ま
す
。
購
入
式
に
あ
 

た
っ
て
の
問
い
合
せ
、
 

土
地
代
金
の
支
払
い
 

方
法
な
ど
く
わ
し
い
 

事
は
役
場
総
務
課
企
 

画
係
ま
で
、
廿
 28 

ー
 

2
0
0
4

（
内
線
2
 

4
3
番） 

宅地番号 
土 地 面 ，費 

譲渡価格（叫 
rlf 坪 

D . 1 295,1 2 89,27 5,341,672 

D .2 270,00 81,67 4,887.000 

D .3 270.00 81.67 4,887,000 

D .4 270,01 81,67 4,887,181 

D .5 269,98 81.66 4,886,638 

D .6 362,39 109,62 6,559,259 

D .7 336,87 101,90 6,097,347 

D .8 270,00 81,67 4,887,000 

D .9 379.93 114,92 6,876,733 

D . 11 265,30 80,25 4,801,930 

D . 12 265,30 80,25 4,801,930 

D . 13 274,10 82,91 4,961,210 

D . 15 265,39 80,28 4,803,559 

D . 16 265,39 80,28 4,803,559 

D . 19 257,69 77,95 4,664,189 

D . 20 257,70 77,95 4,664,370 

D . 25 321,05 97,1 1 5,81 1 ,005 

D . 26 284 ,76 86,13 5 ,1 54 ,1 56 

日
本
1
中
国
 

墨
美
書
道
連
盟
会
長
 

木
村
 
翠
畔
（
伏
原
）
 

し
ょ
う
へ
い
 

中
国
無
錫
市
書
法
研
究
会
の
招
聴
を
 

う
け
て
、
墨
美
書
道
連
盟
の
会
長
、
会
 

員
四
名
が
代
表
し
て
、
日
・
中
友
好
文
 

化
交
流
の
た
め
、
五
月
四
日
渡
航
、
五
 

日
無
錫
市
に
於
い
て
書
画
展
を
開
催
し
 

席
上
、
揮
奄
会
な
ど
を
催
し
ま
し
た
。
 

ま
た
美
術
館
に
お
い
て
は
、
門
外
不
出
 

の
作
品
を
、
歓
迎
の
た
め
館
長
さ
ん
よ
 

り
見
せ
て
い
た
だ
き
、
元
時
代
の
趨
孟
 

頁
、
明
時
代
の
侃
元
瑞
か
唐
時
代
の
顔
 

真
卿
な
ど
の
書
や
画
を
拝
観
す
る
こ
と
 

が
出
来
て
勉
強
の
糧
に
な
り
ま
し
た
。
 

又
、
午
後
か
ら
は
、
三
月
十
七
日
か
 

友
好
の
架
け
橋
 

ら
十
九
日
ま
で
、
田
川
市
文
化
セ
ン
タ
 

ー
で
開
催
さ
れ
た
 
「
全
国
墨
美
書
道
展
」
 

に
出
品
し
た
中
国
学
生
二
十
四
名
の
方
 

に
賞
品
、
賞
状
の
授
与
式
や
、
文
化
交
 

流
に
つ
い
て
の
日
、
中
書
道
会
議
の
模
 

様
が
、
中
国
の
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
、
 

翌
日
も
、
無
錫
日
報
新
聞
な
ど
で
報
道
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

当
日
の
夜
、
無
錫
市
北
塘
区
人
民
政
 

府
区
長
よ
り
晩
餐
会
に
招
待
さ
れ
る
な
 

ど
、
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
、
蘇
州
よ
り
 

上
海
と
ま
わ
り
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
 

▲中国会長の馬申栄（右）と木村翠畔さん 

点
検
し
ま
し
よ
う
 

身
の
ま
わ
り
の
危
険
個
所
 

あ
の
う
っ
と
う
し
い
梅
雨
の
時
期
に
 

な
り
ま
し
た
。
あ
な
た
の
家
の
ま
わ
り
 

で
、
排
水
が
つ
ま
っ
た
り
、
土
砂
が
流
 

れ
る
よ
う
な
所
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

本
格
的
な
雨
期
に
入
る
前
に
少
し
の
 

点
検
で
、
事
故
を
最
少
限
に
く
い
と
め
 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ま
ず
は
自
分
の
身
の
回
り
か
ら
、
確
 

か
め
て
み
て
下
さ
い
。
 

郵くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくか：くくくくくくくくくくくくくくくく’" 
ミ刻曲雪‘・のご相談は 

お気軽にどうぞ 

無料でご相談に応じております 

曹午前9時半～午後4時如分（月曜～金曜日） 曹 

曹⑥専門の相談員が親身になってご相談に応じます曹 
⑨弁護士相談日 毎週金曜日午後1時～4時 

社団法人 
日本損害保険協会 

」喰自動車保険請求相談センター 
こ． 4L ノし1 Ii l I」ノ」、局Hしビ、『口’三三”」 フ 」 ・ン 

妾 
る 容 
曹 093-521 -2140 (直通) 093-541-1531 曹 

言電話のご相談もお受‘ナします。 

・×・：・x・：・xくく・：・：・：・×・：・：・：・：・x・x・×くく・：・xく・×く・：・：・：・x・×・×・W' 

，

 
は
、
こ
ん
な
所
に
 

‘
役
立
っ
て
い
ま
す
 

囲
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
宝
く
じ
 

受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
、
地
域
 

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進
し
、
そ
 

の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、
コ
ミ
ユ
 

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

写
真
は
町
民
グ
ラ
ン
ド
の
照
明
設
備
 

（
上
）
と
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
の
植
樹
で
 

す
。
こ
れ
も
助
成
事
業
で
行
わ
れ
ま
し
 

た。 

気象記念日11日（気象庁） 電波の日一1日（郵政省） 
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3
年
ぶ
り
に
町
民
体
育
祭
が
開
催
さ
 

れ
た
。
天
候
不
順
に
よ
り
開
催
も
危
ぶ
 

ま
れ
て
い
た
が
、
自
衛
隊
の
気
象
情
報
 

を
頼
り
に
前
日
正
午
に
決
行
を
決
定
。
 

早
朝
に
降
っ
た
雨
に
は
関
係
者
一
同
 

冷
汗
を
か
か
さ
れ
た
が
、
当
日
は
く
も
 

り
の
ち
晴
れ
の
絶
好
の
体
育
祭
日
和
で
 

行
な
わ
れ
、
各
地
区
3
年
ぶ
り
と
あ
っ
 

-c麺～ト T 価いsta&: 

町民体育祭写真集 

て
ど
の
種
目
も
熱
 

戦
を
演
じ
た
。
総
 

合
優
勝
の
ゆ
く
え
 

も
最
終
プ
ロ
グ
ラ
 

ム
で
決
す
る
大
接
 

戦
の
末
、
 
18 

支
所
 

公
民
館
が
初
優
勝
 

を
飾
り
、
大
変
に
 

盛
り
あ
が
っ
た
第
 

28 

回
町
民
体
育
祭
 

も
無
事
終
了
。
 

2
年
間
な
か
さ
れ
つ
づ
け
た
体
育
祭
 

前
々
日
の
激
し
い
雨
で
開
催
も
あ
や
ぶ
 

ま
れ
て
い
た
が
、
町
民
の
熱
意
で
暗
雲
 

を
吹
き
払
い
、
当
日
は
絶
好
の
体
育
祭
 

日
和
と
な
り
、
第
 28 

回
町
民
体
育
祭
も
 

盛
会
裡
に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
 

た
。
こ
れ
も
一
重
に
町
民
の
皆
さ
ん
は
 

じ
め
競
技
役
員
の
ご
協
力
の
賜
と
感
謝
 

申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
も
宜
し
く
お
願
 

い
し
ま
す
。
実
行
委
員
長
 
大
島
勇
夫
 

体協だより 

体
協
空
手
部
好
成
績
を
あ
 

げ
る
 

5
月
5

日
、
福
岡
 

市
民
体
育
館
で
空
手
協
会
主
 

催
の
第
8
回
県
少
年
空
手
道
 

選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
、
 

千
2
百
名
（
 50 

団
体
）
が
熱
 

戦
を
繰
り
広
げ
た
。
体
協
空
 

手
部
か
ら
も
 20
 

名
が
出
場
、
好
成
績
を
 

残
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
 

〇
小
学
校
4
年
 
水
永
雄
賓
ー
組
手
3
 

位
〇
同
5
年
 
峰
岡
 
淳
ー
組
手
2
位、 

駒
山
朝
彦
ー
型
2
位
〇
同
6
年
 
毛
利
 

健
太
一
組
手
2
位
〇
中
学
1
年
 
篠
崎
 

敏
幸
ー
組
手
1
位
・
型
3
位
〇
女
子
の
 

部
 
水
永
宏
佳
ー
組
手
2
位
、
駒
山
恭
 

子
廿
組
手
1
位
・
型
1
位
〇
同
2
年
 

わ
な
し
た
ら
刀
生
活
 

) 

a20支所公民館仮装風景より ▲3年ぶりの「つな引き」町長も中尾ブロックで参加 

坂
田
早
苗
ー
組
手
1
位
・
型
2
位
〇
男
 

子
の
部
 
佐
藤
孝
昭
ー
組
手
3
位
〇
長
 

野
秀
裕
ー
組
手
1
位
・
型
1
位
〇
高
校
 

男
子
の
部
 
長
野
土
郎
ー
組
手
3
位
 

と
し
A
、
な
h
ノ
 

ー
十
ニ
支
に
っ
り
て
l
I
・ 

じ
ゅ
う
に
し
 

十
ニ
支
に
つ
い
て
 

先
月
号
で
は
六
曜
迷
信
に
つ
い
て
掲
 

載
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

よ
 

ふ
一
」
う
 

十
二
支
は
月
を
呼
ぶ
た
め
の
符
号
で
 

し
た
。
一
年
を
季
節
に
し
た
が
っ
て
、
 

十
二
月
に
分
け
る
こ
と
は
、
古
く
か
ら
 

行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
ー
つ
 

め
い
し
よ
う
 

一
つ
の
月
に
付
け
た
名
称
が
、
十
二
支
 

き
 
げ
ん
 

の
起
源
で
あ
り
ま
し
た
。
 

も
く
せ
い
 

木
星
は
十
二
年
で
天
空
を
一
周
し
ま
 

す
が
、
そ
の
木
星
が
、
天
空
上
の
位
置
 

う
 
を
示
す
も
の
と
し
て
、
こ
の
十
二
支
が
 

「
使
わ
れ
た
も
の
で
す
o
 

28回町民体育祭 

成績ベスト10 

▲第1関門通過 A 結果は ？ A 食い逃げ―番 

自
衛
隊
レ
ー
ダ
ー
 

体
育
祭
当
日
 

ナ
イ
ス
キ
ャ
ッ
チ
 

の
早
朝
の
雨
は
 

ス
タ
ッ
フ
ー
同
「
今
年
も
雨
で
・
・
う
・
」
 

と
心
配
さ
せ
た
が
レ
ー
ダ
ー
予
報
は
、
 

降
水
確
率
0
％
、
自
信
を
持
っ
て
の
決
 

定
判
断
だ
っ
た
。
見
事
、
2
年
間
の
う
 

っ
ぶ
ん
を
晴
ら
す
ほ
ど
の
五
月
晴
れ
と
 

な
り
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。
 

年
々
マ
ナ
ー
向
上
 

大
き
な
行
事
 

の
後
は
、
い
つ
も
頭
を
悩
ま
す
の
が
、
 

ゴ
ミ
の
山
、
後
片
づ
け
に
一
 

苦
労
だ
っ
た
が
、
今
大
会
は
 

驚
く
程
清
掃
さ
れ
て
お
り
、
 

す
が
す
が
し
い
気
持
だ
っ
た
。
 

日
常
的
に
も
身
に
つ
け
た
い
 

マ
ナ
ー
で
あ
る
。
 

ケ
ガ
人
も
ア
ッ
プ
 

3
年
ぶ
り
の
 

体
育
祭
だ
っ
た
の
か
、
又
、
日
頃
の
運
 

動
不
足
が
た
た
っ
た
の
か
意
外
に
ケ
ガ
 

を
す
る
人
が
続
出
、
今
後
、
ス
ポ
ー
ッ
 

を
す
る
前
は
、
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
も
い
 

い
が
充
分
な
準
備
体
操
を
心
掛
け
た
い
。
 

全
部
ま
と
め
て
お
疲
れ
さ
ま
 
体
育
 

祭
を
表
か
ら
裏
か
ら
支
え
た
皆
さ
ん
ノ
・
 

本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
ま
た
、
 

来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

大会結果（上位10位） 

優 勝18支所 公民館 

準優勝 8支所 公民館 

3 位 7支所 公民館 

4 位 猿 畑 公民館 

5 位 9支所 公民館 

6 位 3支所 公民館 

7 位20支所 公民館 

8 位11支所 公民館 

9 位 草 場 公民館 

10 位14支所 公民館 

郡
体
ゲ
ー
ト
・
ボ
ー
ル
大
会
 

5
月
 

24
 

日
、
日
本
セ
メ
ン
ト
G

に
郡
内
町
村
 

よ
り
舶
チ
ー
ム
が
参
加
、
本
町
よ
り
4
 

チ
ー
ム
（
男
女
各
2

チ
ー
ム
）
が
参
加
、
 

予
戦
リ
ー
グ
1
勝
1
敗
の
成
績
で
決
勝
 

リ
ー
グ
へ
の
進
出
は
出
来
な
か
っ
た
。
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
開
設
 

体
協
バ
レ
ー
部
で
は
、
毎
年
、
教
室
 

生
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
 

特
に
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
 

町
内
在
住
者
で
バ
レ
ー
の
好
き
な
女
 

性
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
、
O
K

ガ
 

日
時
ー
毎
週
土
曜
日
 
午
後
8
時
ー
 

場
所
廿
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル
 

※
ス
ポ
ー
ッ
保
険
は
自
己
負
担
で
す
。
 

連
絡
は
 28 

1
4
1
0
0
町
民
会
館
迄
 

「
子
ど
も
に
な
ぜ
本
が
必
要
な
の
か
」
 

と
聞
か
れ
て
、
す
ぐ
に
明
確
に
答
え
ら
 

れ
る
親
は
あ
ま
り
い
な
い
の
で
は
。
出
 

版
社
の
広
告
を
見
て
も
「
お
子
さ
ま
の
 

豊
か
な
情
緒
を
養
う
た
め
に
」
な
ど
と
 

訳
の
わ
か
ら
な
い
事
を
な
ら
べ
 

図書だより 

て
い
る
だ
け
で
す
。
親
に
し
て
 

み
れ
ば
本
の
効
用
を
「
字
が
読
 

め
る
よ
う
に
な
る
」
「
字
が
書
け
 

る
よ
う
に
な
る
」
 
と
い
っ
た
勉
 

強
の
面
に
求
め
る
事
が
多
い
よ
 

う
で
す
が
、
子
ど
も
達
に
は
、
ぜ
ひ
絵
 

本
や
童
話
を
通
し
て
豊
か
な
想
像
や
空
 

想
の
世
界
を
知
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
 

そ
れ
に
絵
本
は
読
ま
せ
る
も
の
で
は
な
 

く
、
読
み
き
か
せ
る
も
の
だ
と
い
う
事
 

当

 

『
一
杯
の
か
け
ソ
バ
』
、
も
 

ム
グ
う
ご
存
じ
の
方
も
多
い
い
の
で
 

費は、 
1
2
 

月 3
1
 

日の閉店間近に、 

易
博
 
二
人
の
こ
ど
も
の
手
を
引
き
三
 

c
紗
 

人
づ
れ
の
母
子
が
、
ソ
バ
屋
の
 

の
れ
ん
を
く
ぐ
っ
た
。
注
文
は
、
三
人
 

で
一
杯
の
か
け
ソ
バ
だ
っ
た
、
こ
の
一
 

家
の
年
越
し
だ
っ
た
の
で
す
▲
食
べ
終
 

り
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
満
足
そ
う
に
店
 

を
出
る
親
子
に
ソ
バ
屋
の
夫
婦
は
 
「有 

難
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
よ
い
お
年
を
」
 

と
送
り
出
し
た
。
次
の
年
も
親
子
が
 10
 

時
過
に
や
っ
て
来
た
。
昨
年
と
同
じ
テ
 

ー
ブ
ル
，
に
座
り
、
又
か
け
ソ
バ
を
三
人
 

で
一
杯
食
べ
て
年
を
越
し
た
▲
そ
れ
か
 

ら
数
年
の
月
日
が
流
れ
、
成
長
し
た
こ
 

ど
も
と
年
老
い
た
母
親
が
、
師
走
 31 

日
 

店
の
の
れ
ん
を
く
ぐ
り
今
度
は
、
か
け
 

ソ
バ
三
杯
を
注
文
し
た
▲
こ
の
物
語
り
 

は
実
話
で
今
、
童
話
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
 

な
の
で
す
。
こ
の
物
語
で
の
母
親
の
素
 

晴
し
い
生
き
方
、
 
ソ
バ
屋
夫
婦
の
暖
か
 

な
人
情
な
ど
、
ひ
と
の
交
わ
り
の
素
晴
 

し
さ
を
語
っ
て
い
る
▲
赤
池
も
昨
年
「
 

童
話
ま
つ
り
」
を
開
催
し
同
時
に
、
童
 

謡
の
町
を
官
誓
『
し
た
。
童
謡
の
町
っ
て
 

何
だ
ろ
う
「
歌
を
唄
う
町
」
だ
か
ら
、
「
 

河
村
光
陽
氏
の
生
誕
の
地
」
だ
か
ら
、
 

童
謡
の
マ
チ
の
本
質
で
あ
る
、
素
朴
で
 

暖
か
な
、
心
の
か
よ
う
町
づ
く
り
が
主
 

眼
で
は
な
い
か
▲
ボ
タ
山
の
町
か
ら
緑
 

豊
か
な
赤
池
へ
、
今
、
ま
に
あ
わ
な
く
 

て
も
、
今
は
じ
め
れ
ば
、
心
豊
か
な
町
 

に
変
ぼ
う
す
る
。
 

を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。
現
実
の
世
界
 

で
、
つ
ら
い
目
に
あ
っ
た
と
き
、
母
親
 

が
読
ん
で
く
れ
た
絵
本
や
童
話
が
必
ず
 

こ
ど
も
達
に
生
き
る
力
を
与
え
て
く
れ
 

る
。
読
書
や
読
み
聞
か
せ
は
、
お
と
な
 

に
な
っ
て
、
あ
る
い
は
人
の
親
と
な
っ
 

て
は
じ
め
て
効
果
の
表
わ
れ
る
時
間
の
 

か
か
る
根
気
の
い
る
大
事
業
な
の
で
す
。
 

★
定
例
子
ど
も
お
話
会
案
内
 

6
月
 10 

日
田
ー
時
、
3
時
（
競
せ
）
 

6
月
 24 

日
田
 10 

時
、
 12 

時
（
お
母
数
也
 

★
新
し
い
本
が
入
り
ま
し
た
 

新
刊
案
内
（
別
紙
）
を
ご
覧
下
さ
い
。
 

★
電
話
で
貸
出
し
受
付
け
 

〇
申
し
込
み
1
8

一 
30 

ー
 17 

一 
00 

〇
受
 

取
り
ー
 17 

一 
00 

ー
 21 

】 
30
 

ま
で
 

人権学習 

⑥
春
 

一
月
子
 

二
月
丑
 

三
月
寅
 

う
 

た
つ
 

み
 

⑥
夏
 
四
月
卯
 
五
月
辰
 

六
月
巳
 

う
ま
 

ひ
つ
じ
 

さ
る
 

⑥
秋
 

七
月
午
 
八
月
未
 
九
月
申
 

と
り
 

い
ぬ
 

い
 

⑥
冬
 
十
月
酉
 
土
月
戊
 
主
月
亥
 

〇
十
ニ
支
と
時
刻
 

十
二
支
は
、
そ
の
数
の
単
位
が
時
刻
 

の
区
分
を
す
る
の
に
都
合
が
よ
い
た
め
 

ひ
と
 

時
間
を
数
え
る
た
め
に
も
使
わ
れ
、
 
一 

刻
を
現
在
の
二
時
間
に
当
て
は
め
る
と
 

一
日
二
十
四
時
間
で
十
二
支
を
一
巡
し
 

ま
す
。
午
の
刻
は
午
前
十
一
時
か
ら
十
 

三
時
（
午
後
一
時
）
ま
で
、
こ
の
二
時
 

し
ょ
う
》
」
 

間
で
そ
の
中
央
が
正
午
で
、
そ
れ
以
前
 

が
午
前
、
そ
れ
以
後
は
午
後
で
す
。
な
 

お
、
表
の
中
で
、
九
つ
と
か
六
つ
と
か
 

い
う
の
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
 

言 

＋ニ支と時刻 

の
時
刻
の
呼
び
方
で
、
時
代
劇
な
ど
で
 

多
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
 

・つし 

「一き 

「
草
木
も
ね
む
る
丑
み
つ
時
」
な
ど
で
 

使
用
さ
れ
て
 

い
ま
す
が
、
 

他
は
殆
ん
ど
 

使
わ
れ
て
い
 

ま
せ
ん
。
 

＠
十
ニ
支
と
 

動
物
名
の
 

呼
び
名
 

中
国
で
は
 

漢
の
時
代
頃
 

に
動
物
名
を
 

あ
て
て
十
一
一
 

支
を
呼
ぶ
よ
 

・
フ
に
な
り
こ
 

の
こ
と
か
ら
十
二
支
獣
な
ど
と
も
い
わ
 

れ
て
い
ま
す
。
 

ね
 

ね
ず
み
 

う
し
 

う
し
 

と
ら
 

と
ら
 

〇
子
ー
鼠
 

〇
丑
ー
牛
 

〇
寅
ー
虎
 

う
 

う
さ
ぎ
 

た
つ
 

り
ゅ
う
 

み
 

へ
び
 

〇
卯
ー
兎
 

〇
辰
ー
竜
 

〇
巳
ー
蛇
 

う
ま
 

う
ま
 

ひ
つ
じ
 

ひ
つ
戸
」
 

さ
る
 

さ
る
 

〇
午
ー
馬
 

〇
未
ー
羊
 

〇
申
ー
猿
 

と
り
 

に
は
と
り
 

い
ぬ
 

い
ぬ
 

い
 

い
の
し
し
 

〇
酉
ー
鶏
 

〇
戊
ー
犬
 

〇
亥
ー
猪
 

単
に
月
を
あ
ら
わ
す
符
号
で
あ
っ
た
 

十
二
支
は
、
後
に
は
月
ば
か
り
で
な
く
 

わ
か
り
や
す
さ
を
狙
っ
て
動
物
名
を
当
 

て
た
こ
と
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
迷
信
や
、
 

ぞ
く
せ
つ
 

う
 

え
ん
い
ん
 

俗
説
を
生
む
遠
因
と
な
り
ま
し
た
。
 

ー
今
月
の
解
放
講
座
 

と
 

き
 

6
月
 28 

日
（
水
曜
日
）
 

午
後
7
時
 30 

分
か
ら
 

と
こ
ろ
 
同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

自
己
を
み
つ
め
、
暮
し
を
高
め
 

る
解
放
講
座
へ
、
是
非
ど
う
ぞ
。
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平
成
元
年
四
月
七
日
付
で
、
福
岡
県
 

知
事
よ
り
 20 

床
の
増
床
が
認
め
ら
れ
ま
 

し
た
。
赤
池
町
町
民
の
ユ
医
療
機
関
と
し
 

て
ベ
ッ
ト
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
 

し
た
が
、
平
成
元
年
度
か
ら
許
可
病
床
 

60
 

床
の
病
院
と
し
て
出
発
す
る
こ
と
が
 

で
き
ま
し
た
。
増
床
に
む
け
て
町
民
諸
 

氏
の
暖
か
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
 

結
果
だ
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
 

増
床
へ
の
道
は
、
昭
和
六
十
二
年
三
 

月
、
老
人
会
を
中
心
に
、
町
民
各
位
の
 

五
、
四
八
三
名
に
も
の
ぼ
る
署
名
を
い
 

た
だ
き
、
町
議
会
で
も
最
重
要
議
題
と
 

し
て
と
り
あ
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

昭
和
六
十
二
年
七
月
、
田
川
医
師
会
よ
 

り
増
床
に
関
す
る
同
意
書
を
と
り
つ
け
 

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
同
年
 

八
月
に
は
田
川
保
健
所
に
増
床
計
画
概
 

要
調
書
を
提
出
し
、
増
床
に
む
け
て
許
 

⑦
 

明るい選挙① 

赤池町選挙管理委員会 

赤池病院院長 

石尾 哲人 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
五
月
十
六
日
現
在
 

【
香
典
返
し
】
樋
口
均
（
徳
人
原
）
〇
桧
 

皮
キ
ミ
子
（
町
営
伏
原
）
〇
阿
南
ヒ
サ
子
 

（
天
郷
）
〇
奥
浦
屋
兼
行
（
原
）
〇
東
篠
タ
 

マ
子
（
上
寿
）
〇
木
村
由
夫
（
市
場
）
以
上
 

六
件
で
総
額
二
十
万
円
で
す
。
 

【
寄
附
】
正
栄
自
動
車
整
備
工
場
ー
五
 

万
円
o
上
野
焼
協
同
組
合
ー
十
万
円
o
 

奥
村
健
夫
ー
二
十
万
円
〇
庚
申
窯
ー
一
一
 

万
円
〇
九
光
石
油
ー
五
千
円
〇
匿
名
の
 

方
五
名
ー
八
千
円
 

【
特
別
賛
助
会
費
】
（
企
業
・
法
人
、
 

一 

ロ
ー
一
万
円
）
大
庭
文
具
、
薬
店
ー
一
口
 

【
賛
助
会
費
】
（
個
人
・
一
般
、
 

一
ロ
廿
 

千
円
）
小
松
義
治
ー
五
口
〇
沢
永
源
敏
 

ー
五
口
〇
加
治
カ
ホ
ル
ー
十
口
〇
永
井
 

賓
廿
十
口
〇
沢
永
孝
美
ー
一
口
〇
池
本
 

月
美
廿
一
口
〇
大
池
一
枝
ー
二
ロ
o
後
 

藤
英
彦
廿
一
ロ
〇
津
田
三
郎
廿
一
口
〇
 

可
準
備
に
入
り
ま
し
た
。
 

昭
和
六
十
三
年
十
月
、
県
知
事
あ
て
 

に
（
保
健
 

所
経
由
）
 

病
院
開
設
 

変
更
許
可
申
 

請
書
を
提
出
 

し
、
十
一
月
 

一
一
十
九
日
に
 

変
更
許
可
を
承
 

認
し
て
い
た
だ
 

き
ま
し
た
。
 

直
ち
に
、
許
 

可
申
請
書
に
必
要
 

な
条
件
を
と
と
の
 

え
る
た
め
条
件
整
 

備
に
と
り
か
か
り
、
 

平
成
元
年
四
月
E
 

旬
、
申
請
書
手
続
き
 

を
作
成
し
、
保
健
所
 

に
提
出
、
四
月
四
日
、
 

保
健
所
の
監
査
を
う
け
て
、
四
月
七
日
 

付
で
、
病
床
数
 60
 

床
の
病
院
と
し
て
の
 

使
用
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

今
後
、
 
60 

床
の
病
床
を
有
す
る
病
院
 

と
し
て
地
域
住
民
の
医
療
を
守
っ
て
い
 

く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
を
糧
に
、
外
来
、
入
院
と
も
調
 

和
の
と
れ
た
病
院
に
な
る
よ
う
経
営
、
 

6 月福祉センターの行事 
【休館日】 【仏教講演会】 

5日、12日、18日 13日、午前11時～ 
19日、26日 【心配ごと相談日】 

【バス運行日】 1 7日、17日、27白 
毎日運行 午前10時～午後3時 

【演 芸】 【母子婦人相談日】 
入館者へ自由に 128日、午前10時ん 

舞台を提供します 午後3時 
※ゲートボール場（ナイター 【健康相談日】 
可）も自由にご利用下さいー第2 火曜白、13日因 

午前10時～午後3時 
' 

青
木
三
人
ー
一
口
〇
平
田
直
人
廿
一
口
 

〇
竹
井
佑
介
廿
一
口
〇
香
月
和
義
ー
一
 

口
〇
坪
川
文
太
郎
廿
一
口
〇
佐
竹
一
孝
 

ー
一
口
〇
青
木
豊
茂
廿
一
口
〇
香
月
備
 

夫
ー
一
口
〇
原
田
高
吉
廿
一
口
〇
平
元
 

和
敏
廿
一
口
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
正
栄
自
動
車
整
備
 

工
場
ー
三
万
円
〇
福
祉
バ
ス
内
ふ
れ
あ
 

い
基
金
箱
廿
三
万
五
千
二
百
六
十
七
円
 

%z
%
%
%
%
2
 

％
劣
％
%
 z

H
7
m
i
7
 

管
理
に
一
段
の
工
夫
を
し
て
い
く
所
存
 

で
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
病
院
職
員
一
同
、
こ
れ
を
機
 

に
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
一
層
の
努
力
を
す
 

る
心
構
え
で
お
り
ま
す
。
 

予
防
・
相
談
・
検
診
 

圏
日
本
脳
災
 

●
八
日
困
 

老
人
ホ
ー
ム
 

●
十
六
日
圏
 

町
民
会
館
 

●
二
十
九
日
困
 
七
区
公
民
館
 

●
三
十
日
圃
 

四
区
公
民
館
 

※
い
ず
れ
も
対
象
者
は
満
三
歳
以
上
で
 

受
付
の
時
間
は
 13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
で
す
。
 

圏
乳
児
保
育
相
談
 

●
十
九
日
側
 

町
民
会
館
 

10 

時
ー
 11 

時
 

対
象
者
 
生
後
4

、 

圏
三
種
混
合
 

7
、 

二
十
日
因
 

町
民
会
館
 10 

カ
月
児
 

【
古
切
手
】
津
田
商
事
ー
二
千
五
百
六
 

十
枚
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
村
井
理
容
店
（
赤
池
）
玉
子
獅
個
、
 

う
ず
ら
豆
 15 

ぬ
、
鰻
頭
 50 

個
〇
水
永
 

雄
（
市
場
）
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
 80 

本
 

＊
検
診
を
受
け
よ
う
”
【
 

検
診
を
受
け
る
と
、
こ
ん
な
効
果
が
 

あ
り
ま
す
。
 

ー
ノ
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
 

つ
な
が
る
。
 

2
ノ
か
ら
だ
の
ど
の
部
分
の
老
化
が
早
 

い
か
な
ど
、
健
康
状
態
が
毎
年
継
 

続
的
に
把
握
で
き
る
。
 

3
ノ
仕
事
や
生
活
か
ら
く
る
負
担
が
健
 

康
に
ど
う
影
響
し
て
い
る
か
が
わ
 

か
る
。
 

4
ノ
健
康
へ
の
認
識
が
深
ま
り
、
生
活
 

を
反
省
す
る
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
。
 

ま
た
健
康
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
 

に
役
立
つ
。
 

5
ノ
家
族
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
家
族
 

ぐ
る
み
の
健
康
感
の
充
実
を
求
め
 

る
よ
う
に
な
る
。
 

6
ノ
年
齢
に
合
っ
た
適
応
能
力
の
維
持
 

向
上
が
は
か
れ
、
す
こ
や
か
な
老
 

の
た
め
の
前
提
と
な
る
。
 

去
年
ま
で
の
検
診
は
一
次
検
診
と
精
 

密
検
診
と
に
わ
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
 

今
年
度
よ
り
基
本
健
康
診
査
と
し
て
、
 

次
の
内
容
を
全
部
行
う
よ
う
に
な
り
ま
 

し
た
料
金
は
六
百
円
で
す
。
健
康
手
帳
 

を
忘
れ
ず
に
。
（
話
鷲
散
昇
誌
）
 

入
検
診
月
日
V
 

〇
6

月
 27 

日
（
火
）
赤
池
町
同
和
対
策
 

中
央
研
修
所
 

o
9
月
 21 

日
（
木
）
九
区
公
民
館
 

〇
 11 

月
8

日
（
水
）
赤
池
町
同
和
対
策
 

中
央
研
修
所
 

入
受
付
時
間
V
 

13 

時
半
ー
 14 

時
半
 

入
検
査
内
容
V
 

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
胸
部
レ
ン
 

ト
ゲ
ン
、
検
尿
、
検
血
（
貧
血
、
肝
 

機
能
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
血
糖
）
 

眼
底
検
査
、
心
電
図
、
診
察
 

男女雇用機会均等月間一1日～30日（労働省） 

13 
時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

対
象
者
 
生
後
 24 

カ
月
ー
 48 

カ
月
 

一銭渡し 

鈴夢 

川
の
流
れ
を
跨
ぎ
川
岸
か
ら
対
岸
ま
 

で
の
細
や
か
な
板
の
懸
橋
渡
し
賃
、
 
一 

銭
也
を
徴
収
す
る
有
料
の
私
設
の
板
橋
 

を
人
々
は
「
一
銭
渡
し
」
の
愛
称
で
呼
 

ぶ
。
粗
末
な
素
材
で
作
ら
れ
た
簡
単
な
 

板
の
橋
で
は
あ
る
が
、
対
岸
と
の
 
「コ 

ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
 
の
道
と
し
て
、
 

又
、
既
設
の
大
橋
を
補
足
し
て
、
そ
の
 

利
便
さ
は
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
 

至
っ
て
大
い
な
る
も
の
が
あ
る
。
 

各
所
に
点
在
す
る
「
一
銭
渡
し
」
 
の
 

中
の
瓢
箪
村
か
ら
対
岸
の
A
村
に
架
か
 

る
H

さ
ん
の
 
「
一
銭
渡
し
」
も
御
多
聞
 

に
洩
れ
ず
、
そ
の
類
の
も
の
で
あ
る
。
 

瓢
箪
村
側
の
橋
の
快
に
番
小
屋
が
あ
 

り
、
そ
の
軒
先
の
水
を
一
杯
張
っ
た
桶
 

に
ラ
ム
ネ
や
ミ
カ
ン
水
等
が
冷
や
し
て
 

あ
り
、
少
し
奥
ま
っ
た
床
の
上
に
ガ
ラ
 

ス
の
蓋
の
つ
い
た
菓
子
箱
が
二
、
三
個
 

無
造
作
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
渡
し
銭
 

を
徴
収
す
る
片
手
間
の
商
で
あ
ろ
う
、
 

器
量
良
し
の
可
愛
い
娘
が
よ
く
小
屋
番
 

を
し
て
い
た
。
 

そ
の
小
屋
の
前
か
ら
右
の
小
路
を
辿
 

れ
ば
川
土
手
か
ら
N
町
の
市
街
地
へ
、
 

又
、
左
す
れ
ば
川
土
手
か
ら
瓢
箪
村
の
 

集
落
と
筑
豊
本
線
の
K

駅
に
と
至
る
。
 

A
村
の
人
々
は
川
下
の
既
存
の
K

橋
 

ま
で
遥
々
足
を
伸
ば
す
こ
と
な
く
H

さ
 

ん
の
 
「
一
銭
渡
し
」
を
利
用
す
る
こ
と
 

で
充
分
用
足
し
が
出
来
た
も
の
で
あ
る
。
 

長
雨
が
続
き
川
の
水
嵩
が
増
し
て
来
 

る
と
脆
弱
な
「
一
銭
渡
し
」
に
と
っ
て
 

「
大
ピ
ン
チ
」
で
あ
る
。
橋
桁
か
ら
渡
り
 

板
を
取
り
外
し
早
速
「
川
舟
渡
し
」
 
に
 

と
変
貌
す
る
。
来
る
日
も
来
る
日
も
踏
 

ま
れ
通
し
の
渡
り
板
が
綱
で
ー
ま
と
め
 

に
さ
れ
、
や
っ
と
安
息
の
時
を
得
た
よ
 

う
に
、
岸
辺
に
繋
が
れ
川
の
流
れ
に
ゆ
 

ら
り
ゆ
ら
り
と
揺
ら
め
い
て
い
る
。
 

「
舟
渡
し
」
と
も
な
れ
ば
頑
丈
で
男
 

ぽ
い
「
H
渡
し
」
の
親
方
さ
ん
の
出
番
 

で
あ
る
長
い
竹
悼
で
舟
を
岸
辺
沿
い
に
 

上
流
ま
で
押
し
上
げ
一
気
に
川
の
中
程
 

の
急
流
ま
で
漕
ぎ
出
し
、
竹
悼
の
頂
点
 

を
水
面
近
く
ま
で
川
底
に
突
張
り
、
流
 

れ
に
舟
を
乗
せ
素
早
く
対
岸
の
舟
着
場
 

さ
ば
き
 

ま
で
も
っ
て
ゆ
く
、
そ
の
巧
な
悼
捌
き
 

に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

△
以
下
次
号
へ
V
 

土砂災害防止月間一1日～30日（建設省） 



(8) 

こんなとき種別の変更 

確認が必要です” 

⑥あなたは第何号被保険者？ 

国民年金の加入は、20歳から60歳にな 

るまでの期間は、誰もが対象となります。 

その加入者を分類すると次の3つに分か 

れます。 

フ；さ」乙っ：ぎ乙つ；ミ」ニフ：ミ」乙つ；ミ」乙つ；ミこ乙つ；ミ」乙つ；ミ」乙つ六 

ト第1号被保険者 

自営業、農林漁業の従事者など第2 

号、第3 号被保険者でない人（無職 

の方なども含みます） 

ト第2号被保険者 

会社や役所などに勤める給与所得者 

=＝サラリーマン（厚生年金保険や共 

済組合に加入している人。20歳未満、 

60歳以上65歳未満の人も含みますJ 

ト第3号被保険者 

第2号被保険者に扶養されている配 

偶者ーサラリーマンの奥さん 

※人生の節目は被保険者種別の変わり目 

ですノ 

成人、就職、結婚、退職といった人生 

の節目は、国民年金の被保険者種別の変 

わり目でもあります。別表のように種別 

変更の事例が生じた場合には、速やかに 

国民年金係へ届出を出して下さい。届出 

を忘れると将来年金を受けられなくなっ 

たりしますので注意しましょう。 

被保険者種別の変更 事 例 届書名 

第2号被保検者中 

第1号被保険者 

サラリーマンカ退職して自営業者に 

なったときなど 
種別変更届 

（第1号被保 

険者該当） 

第3号被保険者中 

第1号被保検者 

劫ら邑職したとき、夫と鵬したと 

き、本人の収入が増加したときなど 

第1号被保険者中 

第2号被保険者 

自営業者がサラリ一マンになったと 

きなど 

種別変更届 

（第2号被保 

険者該当） 
第3号被保険者中 

第2号被保険者 

サラリ一マンの妻カ慨職したときな 

ど 

第1号被保険者中 

第3号被保検者 

家事手伝いの人カ結婚してサラリー 

マンの妻になったときなど 
腫別変更届 

（第3号被保 

険者該当） 
第2号被保険者中 

第3号被保険者 

0Lカ酷婦退職してサラリーマンの 

妻になったときなど 

第3号被保険者中 

第3号被保検者 

夫が‘謙して共済組合から厚生年金 

保険へ加入制度が変わったときなど 
棚臓認届 

探していた犬が 
見つかりました 

ありがとうございました 
生後6 カ月のパブ犬『源太』が5月 

8 日頃いなくなりましたが、皆さま 

のおかげで無事帰ってきました。 本 

当にありがとうごぎいました。 

（松本1 谷 冷子） 

梅
雨
期
の
」
則
 

防
＊
災
＊
訓
＊
練
 

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
本
格
的
 

な
梅
雨
の
前
に
、
田
川
地
区
消
防
本
部
 

主
催
に
よ
り
、
水
防
・
水
難
救
助
総
合
 

訓
練
が
、
方
城
町
の
油
田
池
で
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

こ
の
訓
練
に
は
、
赤
池
町
の
消
防
団
 

を
は
じ
め
田
川
市
郡
の
消
防
団
、
田
川
 

市
、
川
崎
町
の
婦
人
消
防
隊
、
田
川
警
 

察
署
、
九
州
電
力
、
N
T
T

の
職
員
も
 

含
め
総
員
二
百
五
十
人
が
参
加
。
前
夜
 

か
ら
の
大
雨
に
よ
り
池
の
水
位
が
あ
が
 

り
堤
防
決
壊
の
恐
れ
が
生
じ
た
、
と
の
 

想
定
で
訓
練
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

現
場
に
て
土
の
う
を
作
り
、
そ
れ
を
 

決
壊
寸
前
の
現
場
に
積
む
作
業
を
、
赤
 

池
町
消
防
団
が
担
当
、
本
番
さ
な
が
ら
 

の
緊
張
し
た
訓
練
に
も
、
普
段
の
鍛
練
 * 

* 

さ
れ
た
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

中
国
が
揺
れ
て
い
ま
 

す
。
学
生
た
ち
が
核
と
 

な
り
、
市
民
が
そ
れ
を
 

支
え
、
国
政
を
ゆ
る
が
 

し
て
い
ま
す
。
 

一
方
日
本
で
は
、
 

一 

般
の
国
民
に
は
分
か
ら
 

な
い
上
の
方
で
、
勝
手
 

に
自
分
で
転
ん
で
、
お
互
い
に
傷
つ
け
 

合
っ
て
い
ま
す
。
 
つ
ま
り
私
た
ち
は
何
 

も
し
て
な
い
訳
で
す
。
い
え
、
で
き
な
 

い
訳
で
す
。
 
日
本
は
確
か
に
豊
か
に
な
 

り
、
私
た
ち
の
暮
し
は
良
く
な
り
ま
し
 

た
。
で
も
中
国
の
天
安
門
広
場
に
集
ま
 

っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
 

事
は
残
念
で
す
が
事
実
で
す
。
中
国
も
 

大
変
だ
な
ー
と
思
う
反
面
、
少
し
羨
し
い
 

と
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
 

全
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
5

月
号
 

の
こ
の
欄
で
私
の
歳
が
二
＋
八
歳
に
な
 

っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
は
三
十
八
歳
で
 

す
。
お
前
の
歳
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
 

と
言
わ
れ
そ
う
で
す
が
、
訂
正
し
て
お
 

き
ま
す
。
 

環境週間一5日～11日（環境庁） 


